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こ
で
私
た
ち
慶
應
義
塾
大
学
の

グ
ル
ー
プ
は
、
２
０
１
４
年
に

全
国
８
０
０
以
上
の
病
院
を
対

象
に
調
査
を
実
施
し
、
肺
Ｎ
Ｔ

Ｍ
症
の
罹
患
率
は
す
で
に
結
核

を
超
え
て
お
り
、
日
本
は
世
界

の
中
で
最
も
肺
Ｎ
Ｔ
Ｍ
症
の
罹

患
率
が
高
い
国
で
あ
る
こ
と
を

報
告
し
て
き
ま
し
た
︵
図
︶。

肺
Ｎ
Ｔ
Ｍ
症
は
無
症
状
や
緩
徐
に
進
行
す
る
例

が
多
い
で
す
が
、
中
に
は
重
症
化
し
、
日
常
的

に
酸
素
吸
入
を
必
要
と
す
る
患
者
さ
ん
も
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
。
罹
患
患
者
数
だ
け
で
な
く
、

死
亡
者
数
も
結
核
を
上
回
る
こ
と
が
判
明
し
、

公
衆
衛
生
上
、
重
要
な
呼
吸
器
感
染
症
で
あ
る

と
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

診
断
に
は
、
Ｘ
線
や
Ｃ
Ｔ
等
の
画
像
検
査
以

外
に
喀
痰
の
菌
検
査
が
重
要
で
す
。
Ｎ
Ｔ
Ｍ
は

自
然
環
境
中
の
常
在
菌
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
患

　

近
年
、
肺
非
結
核
性
抗
酸
菌
︵
肺
Ｎ
Ｔ
Ｍ
︶
症

と
い
う
慢
性
の
呼
吸
器
感
染
症
が
増
え
て
い
ま

す
。
Ｎ
Ｔ
Ｍ
は
約
２
０
０
種
類
の
抗
酸
菌
と
い

う
菌
の
総
称
で
、
そ
の
名
称
に
﹁
結
核
﹂
が
入

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
結
核
と
混
同
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
で
す
。
し
か
し
肺
Ｎ
Ｔ
Ｍ
症
は
、
結

核
と
は
違
い
、
ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
へ
は
基
本
的
に

感
染
し
ま
せ
ん
。
水
や
土
壌
等
に
常
在
す
る
弱

毒
菌
に
か
か
り
や
す
い
体
質
の
方
が
菌
を
吸
入

す
る
こ
と
で
、
肺
に
定
着
・
感
染
し
て
発
症
す

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
咳
・
喀
痰
・
血
痰

等
の
呼
吸
器
症
状
に
加
え
、
体
重
減
少
・
微
熱

等
の
全
身
症
状
が
主
な
症
状
で
す
が
、
自
覚
症

状
を
認
め
ず
、
Ｘ
線
や
Ｃ
Ｔ
等
の
画
像
検
査
を
契

機
に
発
見
さ
れ
る
患
者
さ
ん
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

肺
Ｎ
Ｔ
Ｍ
症
は
結
核
やCO

V
ID
-19

と
は
違

い
、
感
染
症
法
と
い
う
法
律
で
指
定
さ
れ
て
い

な
い
感
染
症
で
あ
る
た
め
、
長
ら
く
日
本
に
お

い
て
患
者
数
の
実
態
把
握
が
困
難
で
し
た
。
そ

者
さ
ん
の
喀
痰
由
来
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、

確
定
診
断
に
は
検
査
で
２

回
以
上
︵
肺
カ
メ
ラ
の
場

合
に
は
１
回
︶
陽
性
と
な

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

病
気
の
進
行
は
一
般
的

に
緩
徐
で
あ
り
、
診
断
さ

れ
て
も
、
即
座
に
治
療
が

始
ま
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
病
変
の
広
が
り
が

軽
度
な
場
合
や
高
齢
患
者
さ
ん
の
場
合
に
は
治

療
を
開
始
せ
ず
、
経
過
観
察
し
て
い
く
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
治
療
が
始
ま
る
と
、
多
く
の
場
合
、

抗
生
物
質
︵
ク
ラ
リ
ス
ロ
マ
イ
シ
ン
、
エ
タ
ン

ブ
ト
ー
ル
、
リ
フ
ァ
ン
ピ
シ
ン
な
ど
︶
を
年
単

位
で
長
期
間
内
服
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
医
療
従
事
者
と
十
分
に
話
し
合
い
な

が
ら
、
患
者
さ
ん
ご
自
身
が
納
得
感
を
持
っ
て
、

治
療
に
臨
む
こ
と
が
重
要
と
な
る
感
染
症
で
す
。

近
年
、
増
加
す
る
肺
非
結
核
性
抗
酸
菌（
肺
Ｎ
Ｔ
Ｍ
）症
と
は
？

医
学
部
感
染
症
学
教
室　

専
任
講
師　

南な
む

宮ぐ
ん

　
湖ほ

う

肺NTM症の罹患率は肺結核の罹患率を凌駕し、
増加している（慶應義塾大学が中心となって実
施した2014年の全国調査）


